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め
じ

調
査
地
点
鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
下
荒田
町

調
査
年
月
昭
和三
三
年二
月
i

五
月 、
六
月
i
九
月 、
一
二
月

お
も
な
協
力
者

金
田
道
子
(
二
五
女 、
教
師
H
当
時 。
以
下
同
じ)

金

回
苑
子
(一
七
女 、
高
校
生)
金
田
建
郎
(
二
二
男 、
学
生)
長
山
秀

慾
二
三
男 、
中
学
生)
長
山
恒
二
(一
O
男 、
小
学
生)

調
査
方
法
臨
地
調
査に
よ
る
自
然
会
話の
観
察と
質
問
調
査 、
東
条
先

生
文
例の
方
言
訳

鹿児島市方言 の文法

動

詞

鹿
児
島
市
方
言の
動
詞に
は 、
次の
八つ
の
活
用
形
を
考え
る
こ
と
が
望

ま
しい
と
思
う 。

活
用
形
①
命
令
文
を
作
る 。
例 、
ハ
ヨ
タ
テ
〔
早
く
立て〕(・・
は
悶

題
の
箇
所
を
示
す 。
以
下
同
じ) 。

活
用
形
②(註1)
意
志・
推
量
表
現
を
す
る 。
ま
た 、
助
動
詞ゴ
チ
ヤツ

-
ソ
ナ
を
伴っ
て
希
望・
様
態
を
あ
ら
わ
す 。
例 、
ドラ

ボッ
ボツ

法

後

藤

手口

彦

イコ
〔ど
ら 、
ぽ
つ
ぽ
つ
行こ
う〕、
ア
タ
イモ
ノ
モ
ゴ
チヤツ〔
私

も
飲み
たい〕、
ォ
ヤ
ア
イ
ガ
ウ
ト
ソ
ナ
キ
ガ
スッ
ドン

〔
俺

は
彼が
打ち
そ
うな
気が
する
け
れ
ど
も〕。

活
用
形
③
通
常の
文
を
作る 。
連
体
修
飾
す
る 。
さ
ま
ざ
まの
付
属
語

に
も
続
く 。

例 、

ワ
ガ
デ

ス
ッ

〔
自
分
で
す
る
〕 、
ワ
ル

ヤ
チ
ャ

ワ
ル
ヱ
〔
笑
う

奴
は
笑
え〕 、
ア
メ
ガ

フ
ッ
ド

ン

イ
タ
ッ
ミ
ラ
ン

ナラ
〔
雨が
降る
け
れ
ど
も
行っ
て
みな
い
と〕。

活
用
形
④

中
止
形。
連
用
修
飾
形。
助
詞
セ
エ
に
も
続
く 。

例 、

ワ
イ
モ

コ
ケ
キγ
カ
タ
了、、レ

〔お
前
も
此
処に
来て
語っ
て
み
ろ〕、

カン
ゲッ
セ
エ
シゴ
ツ
セ
ン
コ
テ
〔
考えて
仕
事を
しな
い
と〕。

活
用
形
⑤
助
動
詞
ヤy・
モ
ス- Pコ
ッ
を
伴っ
て 、
尊
敬・
丁
寧・
進

行
継
続な
ど
を
あ
ら
わ
す 。
名
詞
形で
も
あ
る 。
例 、
ウ
タ
オ
ウ
ト

ヤツ
〔
歌をお
歌い
に
な
る〕、ァ
タ
イ
ガ
モ
ッ
モ
ン
デ
〔
私が
持ち

ま
すか
ら〕、
ヵ
ゼ
ガ
フッ
ゴ
ッ

〔
風が
吹い
てい
る〕、
ア
ソン
ケ

クツ
〔
遊びに
来る〕 。

活
用
形
⑥
助
動
詞
タ
(ダ)
・

チヨ
ツ

(ジヨ
ツ)
を
伴っ
て 、
過
去

-
結
果な
ど
を
あ
ら
わ
す 。
例 、
ナゴ
7
ッ
タ
〔
長
く
待っ
た〕、ュ

ツ
ガ
ツ
ン
ジヨ
ツ

〔
雪が
積っ
てい
るυ 。
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活
用
形
⑦
助
動
詞ン・
ス
r
(
サス
ツ)
・

ル
ツ

(ラル
ツ)
を
伴

っ
て 、
否
定・
伎
役・
受
身な
ど
を
あ
ら
わ
す 。
例 、
ソ
ン
ホ
ン
ナ

モ
タ
ン
〔
そ
の
本
は
持
た
な
い
〕 、
コ
l
ジ
セ
エ
モ

タ
モ
ラ
ス
ッ

テ

ハ
ヨ

ケ
〔
恒
こ
に
も
食
べ
さ
せ
る
か
ら
早
く
来
い
〕 、
ア
イ
カ
ラ

ウ

タ
レ
タ
〔
彼
か
ら
打
た
れ
た
〕 。

活
用
形
③

助
詞
パ
に
続
く 。

例 、

ソ
ゲ
ン

ナ
ケ
パ

メ
ガ

ハ
ル
ツ

ガ
〔
そ
ん
な
に
泣
け
ば
目
が
腫
れ
る
よ
〕 。

活
用
形
①
t

④
は
単
独
用
法
を
持
つ
が 、

他
に
は
そ
れ
が
無
い

。

以
下 、
そ
れ
ぞ
れの
活
用
形は 、
わ
ず
ら
わ
し
さ
を
避
け
る
た
め
に 、
単

に
①
②
①
③
①
⑥
⑦
③
と
略
記
す
る 。

鹿
児
島
市
方
言
の
動
詞
は
次
の
よ
う
に
分
類
さ
れ
る 。

へ
t

型

一
k
型

一
g
型

類(
r

型

一
m
型

一
b
型

/
w
型

i
「
e

型

j
F
1

型

へ
甲

一
第一
一筏一

司吋
へ

一

言
一

f
乙

f
第
二
種

第一
一種
丁
寧
感
を
伴わな
い 。

第
二
種
丁
寧
感
を
伴
う 。

甲
類

語
幹
末
が
母
音 。

乙
類

語
幹
末
が
子
音。

動

t
型

語
尾
が
タ
行卓固
ま
た
は
促
音 。

k
型

語
尾
が
カ
行
音 、

促
音
ま
た
は
イ o

g
型

語
尾
が
ガ
行品目 、

促
音
ま
た
は
ィ 。

r
型

語
尾
が
ラ
行
音 、

促
音
ま
た
は
ィ 。

m
型

語
尾
が
7
行
音
ま
た
は
按
音 。

b
型

語
尾
が
パ
行
音
ま
た
は
援
音 。

w
型

語
尾
が
ワ
ま
た
は
ア
行
音 、

促
音 。

e
型

語
尾
が
エ
ま
た
は
ウ
で
は
じ
ま
る 。

i
型

語
尾
が
工

、

ゥ 、

ィ 、
(
ま
た
は
オ)

で
は
じ
ま
る 。

i
型
動
詞は
⑦の
あ
り
方か
ら
更に
二
分し
得る
が 、
本
稿で
は
一
括し

て
扱う
こ
と
に
す
る 。
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次に
鹿
児
島
市
方一一Z一口
動
詞の
活
用
体
系
表
を
掲げ
よ
う
(
第
I
表)
(表

中 、
T
は
促
音 。
N
は
織品目 。
一
は 、
い
わ
ば 、
そ
の
活
用
形
と
語
幹
と
が

同
形
で
あ
る
こ
と
を
示
す 。
ま
た 、
空
欄
の
箇
所
は 、
調
査
の
際 、
そ
の
活

用
形
を
見
出
し
得
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る 。
以
下
問
じ) 。

所
属
語
例

甲
類
(
t

型)

ウ
ツ

〔
打
つ
〕 、

カ
ッ

〔
勝
つ
〕 、

タ
ツ

〔
立
つ
〕 、

7
y

〔
待
つ
〕 、

モ
ァ

〔
持
つ
〕
(
k
型)

オ
ッ

〔
置
く〕 、

ヵ
ッ

〔
書
く〕 、
キ
ツ

門
聞
く〕 、

サ
ツ

〔
咲
く〕 、

ツ
ツ

〔
突
く〕 、

ナ
ツ

〔
泣
く) 、

フ
ッ

〔
吹

く〕
(
g
型)

オ
ヨ
ツ

〔
泳
ぐ〕 、

コ
サ
ツ

〔
削
る
〕 、

コ
ツ

〔
漕
ぐ〕 、

ッ

ツ
〔
継
ぐ〕 、

卜
ッ

〔
研
ぐ〕 、

ヌ
ツ

〔
脱
ぐ〕 、
(
r

型)

ア
Y

〔
有
る
〕 、

オ
ツ

〔
居
る
〕 、

ヵ
タ
ツ

〔
語
る
〕 、

チ
ツ

〔
散
る
〕 、

ト
ッ

〔
取
る
〕 、

ヶ

ツ
〔
蹴
る
〕 、

キ
ッ

〔
着
る
〕 、

ミ
ァ

〔
見
る
〕 、

オ
キ
ツ

〔
起
き
る
〕 、

ス

ギ
γ

〔
過
ぎ
る
〕 、

デ
γ

〔
出
る
〕 、

ネ
ッ

〔
寝
る
可
(
m
型)

ア
ン
〔
編
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鹿児島市方言の文法

む〕、
ウ
ン
〔
産
む〕、
ヵ
ン
〔
噛
む〕、
ク
ン
〔
汲
む〕、
ス
ン
〔
住
む」 、

タ
タ
ン
〔
畳
む〕、
ッ
ン
〔
積
む〕、
フ
ン
〔
踏
む〕、
ヶ
シ
ン
〔
死
ぬ〕、

(b
型)
ア
ソ
ン
〔
遊ぶ〕、
エ
ラ
ン
〔
選ぶ〕、
ハ
コ
ン
〔
運ぶ〕、
ム

ス
ン
〔
結
ぶ〕
(W
型)
ウ
タゴ
〔
疑
う〕、
ゥ
卜

〔
歌
う〕、
モ
ロ
〔
貰

う〕、
ナル
〔
習
う〕、
ハ
ル
〔
払
う〕、
ヮル
〔
笑
う可
ス
ク
〔
救
う〕

乙
類
(e
型)
ワ
クツ
〔
受け
る〕、
ア
グツ
〔
上
げ
る〕、
ノ
ス
ッ

〔
載

せ
る〕 、
7
ズッ
〔
混ぜ
るu 、
ア
ツァ
(
当て
る〕 、
ヵ
サ
ヌッ
〔
重ね

る〕、
ナ
ラ
プッ
〔
蛍ぺ
る〕、

セ
ムッ
〔
攻め
る〕、
ゥユ
ァ

〔
植
え
る〕、
ナ
ガル
ツ

〔
流れ

る〕
(1
型)
スッ
〔
為る〕 、

クツ
〔
来る〕

第二
種
オ
ジャ
ス
〔い
らっ

し干
る〕 、
オ
サ
イ
ジャ
ス〔い

らっ
しゃ
る〕、
ゴ
ワ
ス
〔
御

座
す〕

次
に
簡
単
な
解
説
を
加
え
て
お

こ・コ 。語
幹
末がア
段・
オ
段・
ウ
段

・
イ
段品目の
k
型・
g
型
動
詞の

⑤は 、
た
と
え
ば 、
ケ
タ
〔
書い

た〕 、
オエ
ダ
〔
泳い
だ〕、
ヒ
タ

〔
吹い
た〕、
キ
タ〔
聞い
た〕の
よ

うに
実
現
さ
れ
る
傾
向
も
あ
る 。

そ
れ
は
老
壮
年
層で
と
くに
し
ち
じ
る
しい 。
一
方 、
少
年
層で
は 、
こ
の

活
用
形の
語
尾
も
促
音に
し
て 、
ヵッ
タ
〔
書い
た〕、
オヨッ
タ〔
泳い
だ〕、

フッ
タ
〔
吹い
た〕

・
の
よ
うに

言
うこ
と
が
多くな
っ
て
来た 。

な
お 、
k
型に
属
する
は
ずの
「
行く」
とい
う
意
味の
語の
活
用は 、

次の
如
く
特
異で
あ
る 。
①イ
ヶ 、
②イコ 、
③イッ 、
④イ
タッ 、
⑤
イ

ッ 、
⑤
イ
(
助
動
詞
タ
に
続
〈)・
イ
タ(
助
動
詞
チヨ
y
に
続〈) 、
⑦イ

ヵ 、
@ィ
ヶ。

第 I表
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r
型
動
詞は 、
共
通
語の
ラ
行
五
段・
上一
段お
よ
び
二
音
節か
ら
成る

下一
段
動
詞に
対
応
す
る 。
次に
卜ッ

〔
取る〕
と
オ
キツ
〔
起
き
る〕
を

比
較
対
照し
て
み
る
と 、
①トレ・
オ
キレ 、
②トロ・
オ
キロ 、
③卜y

-
オ
キッ 、
④
トァ-

オ
キッ 、
@
ト
イ・
オ
キ
ィ 、
⑥卜ッ・
オ
キッ 、

⑦ト
ラ・
オ
キ
ラ 、
③卜レ・
オ
キレ
の
如
くで
あっ
て 、
活
用の
面で
か

わ
る
と
こ
ろ
は
無い 。
し
か
し 、
た
と
え
ば
ミツ

〔
見る〕
は 、
①ミレ 、

②ミロ 、
③ミッ 、
④ミッ 、
⑤
ミ 、

@ミ 、
⑦ミ-7 、
③ミレ
の
如
く 、

上
記二
例と
や
や
異なっ
た
活
用
を一尽
す 。
共
通
語の
上一
段
動
詞に
対
応

する
語
群の
活
用は 、
語に
よ
り 、
ま
た
人に
よ
り 、
い
く
らか
の
異
同
が

あ
る
よ
うで
あ
る 。
少
年
間附で
はこ
の
類
も
完
全なr
型
活
用
を
示
す
傾
向

が
強
く
なっ
て
来た 。

「
死
ぬ」
とい
う
意
味の
語は 、
接
頭
語ケ
を
伴い
な
が
らm
型
活
用
す

る 。
①ケシ
メ 、
②ケ
シモ 、
③ケシ
ン 、
④ケシ
ン 、
⑤
ケ
シ
ン 、
⑥ケ

シ
ン 、
⑦
ケ
シ
7 、
③
ケ
ン
メ
(
因
み
に
接
頭
語
ケ
は
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
を

B
型
に
す
ろ 。
例 、
ワ
刈ル
ツ
↓
ケ
ワ
ス

川汁
〔
忘
れ
る〕 、
引
ガ
ツ
↓
ケ
ア

ガ
ツ

〔
上
が
る〕 、
州
ル
ツ
↓
ケ
カ

川汁
〔
枯
れ
る〕 。
例
外
吋
ロ
ン
↓
ケ
剖
ロ

ン
〔
転ぶU) 。

w
型
動
詞の
語
幹
末は
オ
段
音か
ウ
段
音か
の
い
ず
れか
に
限
ら
れ
て
い

る 。
前
者は
共
通
語に
お
け
る
語
幹
末がマ
段・
オ
段
音の
ア・
ワ
行五
段

動
詞に
対
応し 、
後
者は
そ
れ
以
外のア・
ワ
行
五
段
動
詞に
対
応
する 。

た
だ
し 、
共
通
語で・2
2
の
構
成
を
と
るア・
ワ
行
五
段
動
詞は
|

語
幹

末がア
段
音で
あ
る
け
れ
ど
も
|

後
者に
対
応
する 。
例 、
ワル
〔
笑
う〕 、

ナル
〔
習
う〕 、
ハ
ル
〔
払
うμ 。

w
型
動
詞に
関し
て
今一
つ
注
意
さ
れ
る
もの
に
チゴ〔
違
う〕が
あ
る 。

こ
の
語
は
青
年
層
以
上
で
は
①
チ
ゴ
ェ

、

②
チ dコ
オ 、

③
チ
ゴ

、
@
チ
ゴ

三

⑤チゴ 、
⑤チコ 、
⑦チゴ
ワ、
③チゴ
エ
の
如
く 、
他の
w
担
動
詞と
同

様の
活
用
を
示
すが 、
少
年
層で
は
②チゴ
カロ 、
④チゴ
カッ
セ
工 、
⑤

チゴ
カッ
夕 、
③チゴ
カ
レバ
の
よ
うに
活
用さ
せ
るこ
と
が
多い 。
こ
れ

は
チゴ
〔
違
う〕
が
動
作
性に
乏し
い
こ
とに
起
因
する
の
か
も
知れ
ない

が 、
見
方に
よっ
て
は
形容
詞
語
尾の
助
辞
化の
傾
向を
暗
示し
て
い
る
と

も
考え
ら
れ
る
(
因
み
に
7
ッ
ゴ
〔
間
違
う」
は
少
年
屈
で
も
他
のw
型
動

詞
と
全
く
同
様
の
活
用
を
示
す) 。

i
型
動
詞
クツ
〔
来る〕
の
⑦はコ
が
優
勢で
ある
が 、
少
年
層で
はこ

れ
をエ
段
音に 、た
と
え
ばハ
ヨ
ケン
カ〔
早
く
来ない
か〕の
如
く 、
或い

は
キ
ラ
スツ
〔
来さ
せ
る〕
と
r
型
動
詞の
如
く
実
現
する
よ
うに
もなっ

て
来て
い
る 。
⑦が
オ
段
音の
語が
他に
無い
た
めに 、
一
方で
は
活
用の

仕
方に
類
似
性
を
持つ
他の
乙
類
動
詞に
引か
れ
て
ケ
と
い
う
語
形
を
生

じ 、
ま
た一
方で
は
動
詞
中の一
大
勢
力で
あ
る
r
型
動
詞に
引
か
れ
て

キ
ラと
い
う
語
形
を
生ん
だ
もの
と
思わ
れ
る 。

第二
種
動
詞と
し
て
私は
前
記
三
語し
か
拾
うこ
と
が
出
来なかっ
た 。

そ
れ
らの
語
も
青
少
年
層で
は
多
くは
用い
ら
れ
ない 。
こ
の
種の
動
詞の

①が 、
ガ
行・
ダ
行
音を
頭
音と
する
付
属
語に
続
く
時 、
その
語
尾は
援

音に
変わ
る 。
例 、
ソ
ケ
ゴ
ワ
ン
ガ
〔
其
処に
ご
ざい
ま
すよ
可オ
サ
イ

ジャ
ン
ト

〔い
らっ
しゃ
い
ま
すよ〕 。

2

形

容

詞

動
-詞に
対し
て
設
定し
た
λつ
の
活
用
形
を
基
準に
し
て
考え
る
と 、
形

容
詞は
①と
⑦を
欠くこ
とに
な
る 。

鹿
児
島
市
方
言の
形容
詞は
次の
よ
うに
分
類
さ
れ
る 。
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形'"'" ふ合
詞

-------ーー、乙 甲
類 類

1 U 0 a 
型 型 型 型

乙 甲
類類

語
幹
末が
母
音 。

語
幹
末が
子
音 。

� 
率

引
/

封一

美ぬ〔
勢「，〕
一

一

EHO〔
湘r，〕
一
r

一

宮ユ
〔
畔r，〕
一
r

.一

〔
崩閣が
「「，〕
一 日o
-

白
Erm
〔
勢「〕

一

二

rz
g
E
〔
叶「
〕

7
2

一

週C吋

。回口円
OErω

〔
惜'hv
「「，〕

@ 

工ljl引干I � I二@ 

a
型
語
尾
がア
ま
た
は
オで
は
じ
ま
る 。

o
型
語
尾
が
オ
で
は
じ
ま
る 。

u
型
語
尾が
ウ
で
は
じ
ま
る 。

ー
型
語
尾が
イ
ま
た
は
ウ
で
は
じ
ま
る 。

次に
鹿
児
島
市
方
言
形容
詞の
活
用
体
系
表
を
掲
げ
よ
う(
第E
表) 。

所
属
語
例

甲
類
ア
ケ
〔
赤い〕 、
ム
ィ、不
〔
可
哀
想だ〕 、
ゲン
ネ〔
恥
ずか
しい〕 、

クレ
〔
暗い〕 、
ト

ン
ン
不
〔
寂
し

い〕 、
ク
レ
〔
黒

い〕 、
オモ
シ
テ

〔
面
白い〕 、
テセ

〔
大
儀だ〕 、
フ
リ

〔
古
い〕 、
サ
ミ

:
〔
寒
い〕 、
ワ
リ

町
〔
悪い〕 、
ヌ
キ

第
〔
暖
か
い〕 、
ォ

ソロ
シ〔
恐ろ
し

い〕 、
ヵ
ナ
シ
〔
悲

しい〕 、コ
トロ
シ

〔
仰
山だ〕

乙
類
(a
型)
ア

カ
カ
(
赤い〕 、
ム

イ
ナ
カ
〔
可
哀
想

@ 
長二 乞 I ♀ | 巳 | 釦l 口 伝 ロ P; 0 1 ;;; 0 I 戸「 叶 I 叶 | → |一一一一一一一 一一一一一一一一一一一一「一一一一一一- 1------一一一一一
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7
3一
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号
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7
3一

議

i

i

7
20一
ミ

;

⑧ 

》
回
日開什
δ
完一
索
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だ〕 、
ゲン
ナ
カ
〔
恥
ずか
しい〕 、
ク
ラ
カ
〔
暗い〕 、
ト
ジン
ナ
カ〔
寂

しい〕
(O
型)
クロ
カ
〔
黒い〕 、
オモ
シ
ト
カ
〔
面
白い〕 、
テ
ソ
カ

〔
大
儀だ〕
(u
型)
フル
カ
〔
古い〕 、
サン
カ
〔
寒い〕 、
ワル
カ
〔
惑

い〕 、
ヌッ
カ
〔
暖か
い〕
(l
型)
オソロ
シ
カ
〔
恐
ろ
しい
て
カ
ナシ

カ
〔
悲しい〕 、
コ
トロ
シ
カ
〔
仰
山
だ〕

こ
れに
よっ
て
分か
る
如
く 、
形容
詞に
お
け
る
甲

類と
乙

類は 、
動
詞

の
そ
れ
と
異なっ
て
語
実
的な
対
立で
は
無い 。
共
通
語の
「
赤い」
に
相

当
する
語
形と
し
て
ア
ケ
と
ア
カ
カ
が
あ
り 、
「
古い」
に
相
当
する
語
形

と
し
て
フ
リ
と
フル
カ
が
あ
る
よ
うに 、
甲

類
所
属の
形容
詞と
乙

類
所
属

の
形容
詞は
語
実
的に八五
く
合
致
する 。
鹿
児
島
市
方
言
形容
詞で
は
甲乙

(駐2)

両
類
が
ほ
ぼ
同
等の
勢
力
を
持つ 。
概
し
て
甲

類は
男
性に
多
用
さ
れ 、
乙

類は
女
性に
多
用
さ
れ
る
よ
うで
あ
る 。
用
法上の
差
異は
無い 。
甲

類は

強
調
性
を
帯び
る
と
説
く
人
も
あ
る
が
確
認
出
来な
か
っ
た 。

鹿
児
島
市
方
言で
は
状
態に
か
か
わ
る
語の
形容
詞
化が
強い 。
た
と
え

ば
ミゴ
テ・
ミコッ
カ
〔
見
事
だ〕 、
サン
カッ
カ
〔三
角だ〕 、
ミ
ド
イ
カ

〔
縁
だ〕 。
ま
た
前
記の
如
く 、
「
違う」
とい
う
意
味の
語
を
少
年
層で
は

形容
詞
的に
も
活
用
さ
せ
る 。
土
地の
若い
女
性が
共
通
語
をな
ぞっ
て
言

う
時 、
コ
ノ
ハ
ナ
ワ
キレ
イ
?不
〔こ
の
花は
縞
麗だ
わね〕
の
よ
う

に
「
だ」
語
尾を
落と
す
傾
向
も
見
ら
れ
る
が 、
こ
れ
な
ど
も
状
態
語
が
形

容
詞に
統
合し
や
すい
とい
う
鹿
児
島
市
方
言の
性
絡を
反
映し
てい
る
の

で
あ
ろ
う 。

な
お 、
④に
お
け
る
母
音
語
尾の
語
形は
連
用
修
飾に 、
促立国
語
尾の
語

形は
助
詞セ
エ
に
続
く
時に
用い
ら
れ
る 。

なお
ま
た 、
共通
語の
「
iが
る」
に
相
当
する
と
こ
ろ
を
iセスッ
で 、

た
と
え
ば
ゲン
ナセ
スツ
〔
恥
ずか
し
が
る〕 、
ヵ
ナ
シ
セ
スッ
〔
恋し
が

る〕 、
ム
イ
ナセ
ス
ツ

〔
可
哀
想が
る〕
の
よ
うに
言
う 。
その
活
用はl
型

動
詞
的で
あ
る
が 、
取り
銭い
に
迷う 。
形容
詞に
関
連ある
故 、
此
処に

記
し
添
えて
お
く 。(註3}

3

形
容
動
詞

動
詞に
対し
て
設
定し
た
八つ
の
活
用
形
を
基
準に
し
て
考え
る
と 、
形

容
動
詞
も
ま
た
①と
⑦を
欠

くこ
とに
な
る 。

鹿
児島
市
方
言の
形容
動

詞は
次の
よ
うに
分

類
さ
れ

表
。
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第
二
積
丁
寧
感を
伴
う 。

第
一
一穫は
更に
ジャ
語
尾
系と
ヤ
語
尾
系の
二
つ
に
分た
れ
る
が 、
こ
の

間に
表
現
上の
差
異は
無い 。
前
者は
各
層に
広く
用い
ら
れ
る
が 、
後
者

は
と
くに
青
少
年
層で
多
用
さ
れ
る 。

次に
鹿
児
島
市
方
言
形容
動
詞の
活
用
体
系
表
を
掲
げ
よ
う(
第
E
表) 。

所
属
語
例

第一
一種
シ
ズ
カ
ジャ・
シ
ズ
カ
ヤ
〔
静か
だ〕 、
ヤッ
ケ
ジャ・
ヤッ
ケ

ヤ
〔
厄
介だ〕 、
ジョ
ッ
ジャ・
ジョ
ッ
ヤ
〔
上
手だ〕 、
ジョ
ッ
ジャ・

ジヨ
ツ
ヤ
〔丈
夫だ〕 、
ゲン
キ
ジャ・
ゲン
キ
ヤ
〔一元
気だ〕、
キノ
ド

ッ
ジャ・
キノ
ドッ

ヤ
〔
気の
毒だ〕 、
ミヨ
ジャ・
ミヨ
ヤ
〔
妙だ〕

第
二
種
シ
ズ
カゴ
ワ
ス
〔
静か
で
す〕 、
ヤッ
ケゴ
ワ
ス
〔
厄
介で
す〕、

ジヨ
ツ
ゴ
ワ
ス
〔
上
手で
す〕、
ジヨ
ツ
コ
ワ
ス
〔
丈
夫で
す〕、
ゲン
キ

ゴ
ワ
ス
〔
元
気で
す〕 、
牛ノ
ドッ
コ
ワ
ス
〔
気の
毒で
す〕、
ミヨ
ゴ
ワ

ス
〔
妙で
す〕

第一
一種
形容
動
詞の
③に
おい
て
ナ
語
尾の
語
形は
連
休
修
飾に
の
み
用

い
ら
れ 、
ジャ・
ヤ
語
尾の
語
形は
その
他に
用い
ら
れ
る 。
そ
し
て
後
者

は
タ
行・
ダ
行・
カ
行・
サ
行耳目
を
頭
音と
す
る
付
属
語に
続
く
時 、
語
末

に
促
音が
加
わ
る 。
例 、
シ
ズ
カ
ジヤ
ツ
デ
〔
静か
だか
ら〕 、
シ
ズ
カ
ヤッ

ケ
〔
静か
か
い〕。
ま
た
④の
デ
語
尾の
語
形は
中
止
形、
イ
語
尾の
語
形

は
連
用
修
飾
形、
促
音
語
尾の
語
形は
助
詞セ
エ
に
続
く
もの
で
あ
る 。

第
二
種
形容
動
詞の
③が
ダ
行・
ガ
行
音
を
頭
音と
する
付
属
語に
続
く

時 、
そ
の
語
尾が
援
音に
変わ
るこ
と
は
第二
種
動
詞の
場
合と
同
様で
あ

る 。
第二
種
形容
動
詞は
青
少
年
層で
は
多
くは
用い
ら
れ
ない 。

助

動

飼

鹿児島市方言の文法

4 

鹿
児
島
市
方
言の
助
動
詞と
その
活
用は
次の
通
りで
あ
る(
第
百
表) 。

此
処で
は
用
例を一
つ
ずつ
掲げ
るに
と
ど
め
る 。

♂コ
y

キシ
ャ

ガ
キゴツ
〔
汽
車が
来つ
つ
あ
る〕

チヨ
ツ
(
ジヨ
ツ)

キ
シャ
ガ
キ
チヨ
ア

〔
汽
車が
来てい
る〕

(註4)
ヤY

ダ
イ
カ

キ
ヤッ
タ
〔
誰か
おい
で
に
なっ
た〕

ゴ
チャ
ッ
ワ
イ
ガゴ
チャ
ツ

〔お
前の
よ
う
だ〕 、
イコ
ゴ
チャ
ツ

〔
行

きた
い〕

ホ
ン
ヌ

モ ラ ル サ スÃ ノレ ツ 3え ツ
ツ ツ

タモ
ス

ジ スヤヤトー盆タ ン
5r、}タ

ヨ ソ メ
ナ ナ

ヨ
マ
スツ
〔本
を
読ま
せ
る〕

ワ
イセ
エ
タ
ン
ネ
サスツ
〔お
前に
た
ず
ね
さ
せ
る〕

ワ
レ
コ
ツ
ス
レパ
ガラ
ルツ〔
悪
事
を
す
れ
ば
叱
ら
れ
る〕

テッ
カ
ラ
セ
メ
ラル
ッ

〔
敵か
ら
攻め
ら
れ
る〕

イッ
モ
ス
〔
行
きま
す〕

キッ
タモ
ン
セ
〔
来て
下
さい〕

ゲン
キ
ジャ
ス
〔
元
気で
す〕

ハ
ナ
ジャ
〔
花だ〕

ト
イ
ヤ
〔
烏だ〕

オ
ヤ
イ
カン
〔
俺は
行か
ない〕

ア
メ
ガ
フッ
タ
〔
雨が
降っ
た〕

ア
シ
タ
ワ
ア
メ
ガ
フッ
ド〔

明日
は
雨が
降る
だ
ろ
う〕

オ
ヤ
イッ
メ
〔
俺は
行
く
まい〕

ア
メ
ン
フロ
ソ
ナ
ヒ
〔
雨の
降り
そ
う
な
日〕

ワ
イ
ガヨ
ナ
ヤツ
〔お
前の
よ
う
な
奴〕

次に
簡
単な
註
記
を
加
え
て
お
くと
ll

75 



kijl二!二lJlょにl二l二川 接
tyore tyoro tyo1' tyo1' tyOl tyo1' tyora 

ヲn雪J I ya l' yal yaro 型 ya T ya T ya l' yara 
gotya l' gotyaro I gotyaT I ��� gotya T gotya T 
su l' I se I su I su T I s("1' 

e 1-ーーーーーーーー」ーー一一ーーーー- ，-ーー一一ーーー一一 l一一一一ー一一- ，一一一ー一一ーー 』一一ー一ーー一一一 ，-一一一一ー一ーー- ，-ーーーーーーーー
動
担

sasu l' I sase sasu sasu T I sase1' sase sase sase 

I�工-1一一一1
ru 1 ru l' 1三工-I�二一I re I_ re _ 

tyore 
yare 
gotyare 

sasure 
rure 

⑥(動詞)
⑤ 

③， 助詞ガ ・ ン
②(動詞)

| ⑦(甲類動詞)
⑦(乙類動詞)
⑦(甲類動詞)

raru l' I I raru I raru l' I rare l' I rar巴 I rare I rare I rarure I ⑦(乙類動詞)
第 I mosu 町loNso I mosu mosi I moha I moNse I ⑤  穏 一一一一一一一一 一一一一一一一一一一一- ， 一一一一一一一一一一一一

占竺竺I tamoN判tamoN叫tamosu 一一|土竺�I三竺�ItamoNse ④ (動詞)動詞型 su Nse Nso su si I ha Nse 

;il三Ll-lt;Lli:Lrl-rl-2:
否T事蓉詞J 形容動詞)r型動詞の語í�"f
体言

体言

ど働き|
進行継続
結果
尊敬
様希態望
使役
伎役
受身
受身
丁寧
丁寧
丁寧
指定
指定

iE巨匠EF7Fl司王5L l長

tトDー



チ
ョ
ッ
・

タ
は 、

g
型
・

m
型
・
b
型
動
詞
に
続
く
時 、

ジ
ョ
ッ
・

ダ
と

い
う
形
を
と
る
。

例 、

ア
ン
ジ
ヨ
ツ

〔
編
ん
で
い
る
〕 、

ト
ン
ダ
〔
飛
ん
だU

。

ヤ
ッ

は 、

t
型
・
k
型
・

g
型
・

m
型
・
b
型
動
詞
に
続
く
時 、

そ
れ
ぞ

れ
チ
ャ
ッ
・

キ
ャ
ッ
・

ギ
ャ
ッ
・
ミ
ャ
ッ
・

ピ
ャ
ッ
と
い
う
形
を
と
る 。

例 、

タ
ッ

チ
ャ
ツ

〔
お
立
ち
に
な
る
〕 、
キ
y

キ
ャ
ツ

〔
お
関
き
に
な
る
〕 、

コ
ッ

ギ
ャ
γ

〔
お
漕
ぎ
に
な
る
〕 、

ア
ン
ミ
ヤ
ツ

〔
お
編
み
に
な
る
〕 、
ト
ン
ビ
ャ
ツ

〔
お
飛
び
に
な
る
〕

。

ゴ
チ
ャ
ッ

の
④
に
お
い
て 、

ゴ
ッ

は
中
止
形
・

連
用
修
飾
形

。

ゴ
チ
ヤ
ツ

は
他
の
場
合
に
用
い
ら
れ
る
。

モ
ス
・

タ
モ
ス
・

ス
の
⑤
が 、

ダ
行
・

ガ
行
音
を
頭
音
と
す
る
付
属
語
に

続
く
時 、

そ
の
語
尾
は
擁
立
臼
に
変
わ
る
。

例 、
ィ
ッ

モ
ン
ド

〔
行
き
ま
す
よ
〕 、

ハ
ナ
ジ
ャ

ン
ガ
〔
花
で
す
よ〕
。

タ
モ
ス
は
前
出
の
ヤ
ッ
と

複
合
し
て
ヤ
ツ

タ
モ
ス
と
い
う

形
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

ま
た
ス
は
助
動
詞
と
す
る

か
、

接
尾
語
と
見
る
か
に
つ
い
て
迷
う

が 、

一

先
ず
本
項
に
加
え
て
お
く 。

な
お 、

こ
の
三
語
は
青
少
年
層
で
は
あ
ま
り

用
い
ら
れ
な
い
。

ジ
ャ
・

ヤ
の
③
が
タ
行
・

ダ
行
・

カ
行
・

サ
行
音
を
頭
音
と
す
る
付
属
語

に
続
く
時
は
語
末
に
促
音
が
加
わ
る
。

例 、

ハ
ナ
ジ
ャ
ッ
ド

〔
花
だ
ぞ
〕 、
ト

イ
ヤ
ッ
シ
〔
烏
だ
し
υ 。

ま
た
④
に
お
い
て 、
デ
は
中
止
形 、

ジ
ャ
ッ
・

ヤ
ツ

は
助
詞
セ
エ
に
続
く

語
形
で
あ
る
。

ン
・

タ
は 、

本
来
は
③
を
有
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
現
在

は
、

ン
ナ
・

タ
ヤ
が 、

そ
れ
ぞ
れ
の
中
に
助
詞
パ
の
機
能
を
含
ん
だ
も
の
と

し
て
用
い
ら
れ
る
。

例 、

ハ
ヨ

シ
ゴ
ツ

ス
マ
セ
ン
ナ

ガ
ラ
ル
ッ
ド

〔
早

く
仕
事
を
済
ま
せ
な
け
れ
ば
叱
ら
れ
る
ぞ
〕 、

オ
イ
ガ

ソ
ゲ
ン

カ
タ
ッ

タ
ヤ
・

〔
俺
が
そ
ん
な
に
諮
っ

た
ら

)

鹿児島宵方言の文法

メ
は
否
定
的
意
志
推
量
を
あ
ら
わ
す
が 、

前
出
の
ン
と
複
合
し
て
用
い
ら

れ
る
こ
と
も
多
い
。

そ
し
て
メ
と
ン
メ
の
働
き
は
ほ
と
ん
ど
か
わ
ら
な
い
。

例 、

イ
ッ
メ
〔
行
く
ま
い
〕 、

イ
カ
ン
メ
〔
行
く
ま
い
〕 。

ソ
ナ
・
ヨ
ナ
は
連
体
修
飾
形
と
し
て
し
か
用
い
ら
れ
な
い
。

な
お 、

当
方
言
で
は 、

指
定
の
敬
体
・

可
能
・

許
容
・

開
始
な
ど
を
次
の

よ
う
に
あ
ら
わ
す 。

指
定
の
敬
体

ジ
ャ
・

ヤ
の
代
わ
り
に
ゴ
ワ
ス
(
第
二
種
活
用)

を
用
い

る
。

例 、

ハ
ナ
ゴ
ワ
ス

〔
花
で
す〕 。

青
少
年
層
で
は
多
く
は
用
い
な

、
。
ou

 

可
能

⑤
+
ガ
+
ナ
ツ

(
r
型
活
用)

例 、
ィ
ァ

ガ
ナ
ツ

〔
行
か
れ
る
〕 、

キ
ガ
ナ
ラ
ン
〔
来
ら
れ
な
い
〕

。

少
年
層
で
は 、

ナ
ッ

の
代
わ
り
に
デ

ク
ツ

(
e
型
活
用)

を
用
い
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
来
た

。

許
容

⑤
+
ダ
ス
ツ

(
e
型
活
用)
例 、

ィ
ッ

ダ
ス
ツ

〔
行
く
暇
が
あ
る
〕 、

キ
ダ
セ
ン
〔
来
る
暇
が
無
い
〕 。

開
始

⑤
+
デ
ク
ツ

(
e
型
活
用)
例 、

フ
イ
デ
ク
ッ

〔
降
り

始
め
る
〕 、
ハ

シ
イ
デ
ケ
タ
〔
走
り

始
め
た
〕 。

名

詞

そ
の
用
法
は
共
通
語
の
そ
れ
と
全
く
か
わ
ら
な
い
。

次
に
数
箇
の
用
例
を

掲
げ
る
。

ミ
ッ

ガ

デ
ラ
ン
〔
水
が
出
な
い
〕 、

コ
ヤ

カ
ラ
イ
モ
ジ
ャ

〔
こ

れ
は
薩
摩
芋
だ
〕 、

フ、
不
ン

ナ
カ
〔
船
の
中〕 、
オ
ヤ
ッ

ガ

モ
ン
〔
親
爺
の

も
の
〕 、

フ
ネ
イ

ノ
ツ

〔
船
に
乗
る
〕 、

ソ
ン

ハ
ナ
オ

ト
ッ
ク
イ
ヤ
イ

ハ
そ
の
花
を
取
っ
て
頂
戴〕 、

デ
ン
シ
ャ

カ
ラ

ヰ
タ

〔
電
車
で
来
た
〕 、

5 
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ノ
ッ

サ
ア
ガ

ソ
ゲ
ン

イ
ヤ
ッ

タ
モ
ン
ゴ
ワ
ン
デ
ナ

ナ
ガ
ヤ
7
サ
ン

ア
タ
イ
モ

イ
ケ
ン

ス
レ
パ

ヨ
カ
ト

カ

ワ
カ
ラ
ン
ゴ
ッ

ヒ
ン
ナ
ツ

セ
エ
ナ
〔
あ
の
方
が
そ
ん
な
に
お
っ
し
ゃ
っ
た
も
の
で
す
か
ら
ね 、

長
山
さ

ん
、

私
も
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
分
ら
な
い
よ
う
に
な
り
ま
し
て
ね
〕 。

促
音
・

接
音
ま
た
は
イ
で
終
わ
る
名
詞
が
「
i
を
-

i
に
-

i
の
・

1
は
」

の
文
節
を
作
る
時
は
つ
ね
広
次
の
よ
う
な
形
を
と
る 。

ー
を

l
に

i
の

i
は

カ
キ

カ
ッ
ノ

カ
キ
ャ

ス
ギ

ス
Y
ノ

ス
ギ
ャ

ナ
チ

ナ
ッ
ノ

ナ
チ
ャ

、、エン

、、7ン
ャ

カ
ッ

〔
柿〕

ス
ツ

〔
杉〕

ナ
ツ

〔
夏〕

ミ
ッ

〔
水〕

オ
ン
〔
鬼〕

卜
イ
〔
烏〕

フ
ネ
〔
船〕

ハ
コ
〔
箱〕

第
百
表

ミ ナ ス カズ ッ グクオ
ン
ヌ

ト
ユ

フ、
不
オ

ハ
コ
オ

ミ
ツ
ノ

オノ

オ
ン
ノ

ト オ
ヤ ン

ナ

B

代
名
詞

鹿
児
島
市
方
言
の
代
名
詞
は
次
の
通
り
で
あ
る
(
第
V
-

U
表)

。

ワ
ガ
(
ワ
ガ
タ
ッ

)

・
ワ
ガ
サ
ア
(
ワ
ガ
サ
ア
タ
ッ

)

は 、

た
と
え
ば
次

の
よ
う
に
用
い
ら
れ
る 。

例 、

ワ
ガ
ガ
(
ワ
ガ
タ
ッ

ガ)

シ
タ
ヨ
ッ

ゼ
〔
自

分
が
(
自
分
逮
が)

し
た
癖
に
〕 、
ワ
ガ
サ
ア
ガ
(
ワ
ガ
サ
ア
タ
ッ

ガ)

ヨ
カ

イ
エ
ガ
ラ
ジ
ヤ
ツ

デ
チ
ュ
ッ

セ
エ

ア
ゲ
ン

ヒ
ト

オ

バ
ケ

シ
ャ
ラ
ン

テ
ン

ヨ
カ
テ
〔
御
自
分
が
(
御
自
分
遥
が)

良
い
家
柄
だ
か
ら
と
言
っ
て

あ
ん
な
に
人
を
馬
鹿
に
な
さ
ら
な
い
で
も
良
い
の
に
〕 。

な
お 、
こ
の
四
語
の

う
ち 、

ワ
ガ
の
み
は
単
独
で
連
体
修
飾
格
に
立
つ
こ
と
が
出
来
る
。

例 、

ワ

ガ
モ
ン
・
ワ
ガ
コ
ツ

〔
自
分
の
も
の
・

自
分
の
こ
と
〕

。

第
V
表

方 場 事

ど向 所 物
コ コ コ 近
ツ コ イ

チ 称
ソ ソ ソ 中‘ノ コ イ
チ 称
ア ア ア 逮
ツ :/ イ

チ コ 称
ド ド 不

定称、ツ コ イ
チ

(
註
6

ト
イ

k'
J1
ノノ

複 数 前 数

/ 敬 常 敬 常μ主J.l主一 体 体

ア オ ア オ
自タ イ タ イ

イ ト イ
タ ノ、 称ツ

オ ワ オ ワ 対ーョr イ て7 イ
ン ト ン
サ ン サ
ア ア
タ 称:ソ
コ コ コ コ 近ノ イ ノ イ
ツ ド

.ノ
サ ン サ
ア ア

他タ 称、
ツ

ソ ソ ソ ソ
中ノ イ ノ イーノ ド ツ

サ ン サ
ア ア
タ 称ーノ

ア ア ア ア 遠ノ イ ノ イ 称‘ノ 卜
‘ノ

サ ノ‘ サ
ア ア
タ 称て，

ダ ド ダ ダ ド タe ド
イ ノ イ イ ノ イ イ 不
サ ツ

卜
‘

サ ツ
アサ ン アサ 定
タア
ッ タ

ア 称
';1 一

ワ ワ ワ ワ
ガ ガ 1i ガ 反
サ タ サ
ア
タ

‘ソ ア 射
ツ

フ、
不
イ

ハ
コ
イ

フ、
不
ン

ハ
コ
ン

フ・
不
ワ

ハ
コ
ワ
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動v

ー

感

詞

ハ
ラ

ワ
イ
ヤ
ッ

タ
ト

ヤ
〔
あ
あ 、

お
前
だ
っ
た
の
か
〕 、
オ
ヨ
オ
ヨ

ア

ン

ネ
コ
オ

ミ
ッ
ミ
ヤ
イ
〔
お
や
お
や 、

あ
の
猫
を
見
て
ご
ら
ん
〕 、
ァ
ィ

タ

ダ
レ
タ
〔
あ
あ 、

疲
れ
た
〕 、
コ
ア

ド
ケ

イ
ッ
ト
ヨ
〔
こ
ら 、

何
処

に
行
く
の
だ
〕 、

ト
ア

ソ
ユ

オ
イ
セ
エ

ヤ
ッ
メ

〔
ど
ら 、

そ
れ
を
俺

に
渡
し
て
み
ろ
〕 。

感
動
詞
の
中
で
は 、

応
答
を
あ
ら
わ
す
類
の
用
法
が
注
意
さ
れ
る
。

す
な

わ
ち
公
式
的
に
示
す
と
、

鹿児島市方言の文法

答

窓口

b
b
H

\

う
ん 、

あ
る

E
、

H

\

う
ん 、

あ
る

1
21
1

/

い
や 、

な
い

t
L
Jん

/

山
h

E

'ivo時 、
ゆμ
lu

の
如
く 、
否
定
的
問
い
掛
け
に
対
す
る
応
じ
方
が
共
通
語
の
場
合
と
異
な
る
。

例 、

コ
ヤ

ワ
イ
ガ

シ
タ
ト

ヤ

/

ヨ
l

オ
イ
ガ

シ
タ
ト
ヨ
〔
こ
れ

は
お
前
が
し
た
の
か

/

う
ん 、

俺
が
し
た
の
だ
〕 、
メ
ゴ
ワ

ソ
ケ

ア

ツ
カ

/

ウ
ン
ニ
ャ

ナ
カ
ド

〔
飯
箆
は
其
処
に
あ
る
か

/

い
や 、

無
い
よ
〕 、

ェ
ン
ピ
チ
ャ

ソ
ケ

ナ
カ
カ

/

ヨ
l

ア
ッ
ド

〔
鉛
筆
は

其
処
に
無
い
か

/

う
ん 、

あ
る
よ
〕 、

シ
ン
ブ
ン
ナ

ソ
ケ

ナ
カ
ケ

/

イ
l

ヤ

ゴ
ワ
ハ
ン
ド

〔
新
聞
は
其
処
に
無
い
か
い
/

い
い
え 、

ご

ざ
い
ま
せ
ん
よ
〕 。

8

連
体
詞・
副
詞・
接
続
詞

連
体
詞
・

副
詞
・

接
続
詞
に
つ
い
て
と
く
に
言
う
こ
と
は
無
い

。

次
に
二

三
の
用
例
を
掲
げ
て
お
く
。

コ
ン

ヒ
ト

〔
こ
の
人
〕 、

ソ
ン

ホ
ン
〔
そ
の
本
〕 、

ア
ン

イ
ン
〔
あ

の
犬
〕 、

ド
ン

牛
モ
ン
〔
ど
の
着
物
可

エ
シ
レ
ン

コ
ツ

シ
ャ
ツ
ナ
〔
何

問

問

と
も

知
れ
な
い
こ
と
を
な
さ
る
な
〕 。

マ
エ
ン

コ
チ
ャ

ス
ッ

パ
イ

ケ
ワ
ス
レ
ッ
シ
モ
タ
〔
前
の
こ
と
は
す

っ
ぽ
り

忘
れ
て
し
ま
っ
た
〕 、

ズ
パ
h

モ
y

牛
夕、
不

〔
沢
山
持
っ
て
来
た

4

ね
〕 、

ィ
ッ
コ

サ
ク
ラ
ジ
7
ズ
イ

イ
y

ガ
ナ
ラ
ン
ド

ナ

〔
一

向
桜
島
ま

で
行
け
な
い
で
す
ね
〕 、

ガ
ッ
ツ
イ

ア
ッ

タ
ラ
シ
カ

コ
ツ

シ
ャ
ツ
タ

モ
ン
ジ
ャ

〔
本
当
に
惜
し
い
こ
と
を
し
た
も
の
だ
〕 、
チ
y
ト

キ
ノ
ド
ッ
ジ

ヤ
γ

タ
〔
一

寸
気
の
毒
だ
っ
た
〕 、
ワ
ッ

ゼ
エ

ト
ッ

サ
イ

ト
Y

キ
タ
モ
ン

ジ
ャ

〔
本
当
に
沢
山
取
っ
て
来
た
も
の
だ
い 、

7
チ
ッ
卜

7
エ
ン
ホ
セ
エ

イ
タ
ッ
ミ
ロ
〔
も
う

少
し
前
の
方
に
行
っ
て
み
よ
う〕
。

エ
イ
ガ
ミ
ケ

イ
タ
フ

キ
タ
ト

サ

ジ
ャ
ッ
ド
ン

ア
ン
7
イ

オ
モ
シ

ト

ナ
カ
ッ

タ
〔
映
画
見
に
行
っ
て
来
た
の
さ
、

だ
け
ど
あ
ま
り

面
白
く
な
か

っ
た
可

ア
ン

ヒ
ト

ガ

パ
ン
パ
ン

カ
タ
ッ

モ
ド
ッ
ト

ソ
イ
デ

オ
ソ

ナ
ッ

タ
ト

〔
あ
の
人
が
や
た
ら
に
語
っ
て
帰
る
の 、

そ
れ
で
逮
く
な
っ

た

の
〕 、

ア
ト

モ

チ
ャ
ン
ト

シ
ツ
ナ

ソ
シ
テ

ゴ
シ
ュ
ジ
ン
ノ

オ
ト
ッ

サ
ア
ン

コ
ド

ン
ヌ

モ
ロ
ッ

セ
エ
〔
あ
と
も
ち
宇
ん
と
し
ま
し
て
ね 、

そ

し
て
御
主
人
の
弟
さ
ん
の
子
供
を
貰
っ
て
可
キ
ュ
ワ

ロ
ッ
ジ
カ
ン
ジ
ャ

ソ
ン
ウ
エ

オ
ハ
ナ
ガ

ア
ッ

デ

モ
ド

ヤ

オ
ソ

ナ
y
ド

〔
今
日
は
六

時
間
だ 、

そ
の
上
お
花
が
あ
る
か
ら
帰
り
は
遊
く
な
る
よ
υ 。

g

助

詞

助
詞
は 、

此
処
で
は 、

オ
段
・

エ
段
音
で
終
わ
る
語
に
続
く

際
の
姿
を
見

出
し
と
す
る
。

な
お 、

用
例
は
一
つ
ず
つ
掲
げ
る
に
と
ど
め
る
。

イ

場
所 、

方
向 、

動
作
の
目
的 、

受
身
・

使
役
表
現
に
お
け
る
動
作
の

出
所
な
ど
を
あ
ら
わ
す 。

例 、

ガ
ッ
コ
イ

イ
コ
〔
学
校
に
行
こ
う

〕 。

オ
-

オ
パ

動
作
の
目
的 、

経
過
点
な
ど
を一
不
す 。

例 、

ハ
ナ
オ
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〔
花
を
摘
む〕 。

カ
(a)
文
中で
不
確
実な
気
持 、
選
択な
ど
を
あ
ら
わ
す 。
例 、
ュ

カ
ミッ
カ
ノマ
セツ
クレ
〔
湯か
水か
飲
ま
せ
て
く
れ〕O
(b)
文
末

で
問い
掛けの
気
持を
あ
ら
わ
寸 。
例 、
ワ
イモ
イY
カ
〔お
前
も
行
く

か〕。ガ
(a)
主
語・
連
体一請
を
導
く 。
例 、
ハ
ナ
ガ
セ
タ
〔
花が
咲い

た〕0
(b)
③に
続い
て 、
前
句と
後
句
をつ
な
ぐ 。
例 、
ア
タ
イ
ゲエ
ワ

イ
ド
ミッ
ゴ
ワ
ン
ガ
オ7
ン
サア
ゲエ
ワ
イ
ケン
ナ
〔
私の
家は
井
戸

水で
すが 、
貴
方の
家は
ど
うで
すか〕 O
(C)
文
末で
詠
嘆な
ど
を
あ
ら

わ
す 。
例 、
ヮッ
ゼエ
ゲン
キ
ジ
ャ

ガ
〔と
て
も
元
気だ
ね〕。

カ
イ
文
末で
②に
続い
て
軽い一詠
嘆を
あ
ら
わ
す 。
例 、
ボッ
ボッ
イ

コ
カ
イ
〔ぽ
つ
ぽ
つ
行こ
うか〕。

ガッ
程
度・
分
量
を
示
す 。
例 、
コ
シコ
ガッ
タ
イ
ヤン
セ
〔こ
れ

程
下さい〕。

カモ
不
確
実な
気
持を
あ
ら
わ
す 。
例 、
コ
イ
カモ
シ
レ
ン
〔こ
れ

か
も
知
れな
い〕。
青
少
年
岡山で
は 、
カモ
で
打
ち
切る
言い
方が
盛んに
な

っ
て
来た 。

カ
ラ
起
点 、
受
身
動
作の
出
所、
往
来の
手
段な
ど
を
あ
ら
わ
す 。
例 、

デン
シャ
カ
ラ
キ
タ
〔
電
車で
来た〕。

ギ
イ
限
界
を
あ
ら
わ
す 。
例 、
コ
コ
ギ
イ
ク
サ
オ
トッ

〔
此
処ま

で
草
を
取
る〕。

クセ・
クセ
カ
強め
に
は
た
ら
く 。
例 、
ヵ
ゼ
クセ
フ
カン
ナ
ヨ

カ
ドン

〔
風
さ
え
吹か
な
け
れ
ば
良い
け
れ
ど〕。

ケ
(a)
文
中で
動
詞の
⑤に
続い
て
往
来の
目
的
を
示
す 。
例 、
ァ

ソ
ン
ケ
クァ
〔
遊び
に
来る〕。
(b)
文
末で
軽い
問い
掛け・
疑い
の

気
持を
あ
ら
わ
す 。
例 、
ガッ
コ
イ
イッ
ケ
〔
学
校に
行
くか
い〕。

シ
③に
続い
て
列
挙
す
る 。
例 、
ア
メワ
フ
ラン
シ
シ
ズ
カ
ジャ

ッ
シ
〔
雨は
降
らな
い
し
静か
だ
し〕。

ジャ
イ
否
定
文の
中で
強めに
は
た
ら
く 。
例 、
ダ
イ
ジャ
イ
コ
ン

ジャ
γ
タ
〔
誰
も
来な
かっ
た〕。

ズ
イ
帰
着
点・
限
界
を
示
す 。
例 、
コ
コ
ズ
イ
キY
メ
〔
此
処まで

来て
み
ろ〕 。

セ
エ
(a)
方
向 、
比
較の
対
象 、
受
身・
伎
役
表
現に
お
け
る
動
作

の
出
所
を
あ
ら
わ
す 。
例 、
ミッ
セ
エ
イy
キャ
ン
セ
〔
右に
お
い
でな

さい〕。
(b)
④に
続い
て
共通
語の
「て」
と
同
様に
は
た
ら
く 。
例 、

サン
カッ
セ
エ
ケシン
シモ
ガ
〔
寒くて
死ん
で
し
ま
うよ〕。

セ
カ
限
定
す
る 。
例 、
コ
ン
シゴ
ッ
セ
カ
スマ
ス
レパ
ヨ
カ〔こ

の
仕
事
さ
え
済
ま
せ
れ
ば
良い) 。

タ
イ
⑤に
続い
て
共
通
語の
「
た
り」
と
同
様に
は
た
ら
く 。
例 、
ィ

タ
イ
キ
タ
イ
〔
行っ
た
り
来た
り〕。

ダ
イ
文
末に
付い
て
余
情を
添え
る 。
例 、
ア
ノッ
サア
モ
ゲン
キ

ジャ
イ
ヤロ
ダ
イ
〔あの
方も
元
気で
い
らっ
しゃ
る
だ
ろ
うよ〕。

チ
引
用
を
導
く 。
例 、
ア
ノッ
サア
モ
クッ
チ
イ
ヤッ
タ
ド

〔
あ

の
方
も
来る
と
おっ
し宇っ
た
よ〕。

テ
③に
続い
て
逆
接
条
件
句を
作る 。
例 、
ア
メ
ガ
フッ
テ
オヒ

サア
ワ
テッ
チヨ
ツ

〔
雨が
降るの
に
お
日
様は
照っ
てい
る〕 。

デ
(a)
場
所、
材
料
手
段 、
理
由
原
因を
示
す 。
例 、
カモ
イ
ケ
デ

ア
ピッ
ガ
〔
鴨
池で
浴び
よ
う〕。
(b)
③に
続い
て
順
接
条
件
句を
作る 。
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例 、
ィッ
キ
クッ
デ
コ
ケ
7
ッ
チョ
レ
(
す
ぐ
来るか
ら
此
処に
待

っ
て
居れ〕。
(C)
文
末に
付い
て
余
情を
添
え
る 。
例 、
ア
ノッ
サ
ア
モ

ゲン
キ
ジ
ャ
イ
ヤロ
テ
〔あの
方
も
元
気で
い
らっ
し
ゃ
る
だ
ろ
うよ〕 。

テン
⑥に
続い
て
逆
接
条
件
句
を
作
る 。
例 、
ア
メ
ガ
フッ
テン
ク

ヱア
〔
雨が
降っ
て
も
来るか
ら〕。

デ
ン
共
通
語の
「で
も」
に
相
当
する 。
例 、
チャ
デン
イル
カ
イ

〔
茶で
も
入
れ
よ
うか〕。

ト
(a)
与
格 、
比
較の
基
準を
示
す 。
例 、
ダ
イ
ト
イッ
カ
〔
誰

と
行
くか〕0(b)
準
体
助
詞。
例 、
チ
ン
ケ
ト〔

小
さい
のU 。こ
の
卜

は
連
体

詞の
被
修
飾
語と
もな
り
得る 。
例 、
コ
ン
ト・
ソ
ン
ト

〔こ
れ・
そ
れ〕 。

{註5)
ド

文
末で
言い
定め
る
気
持を
あ
ら
わ
す 。
例 、
ォ
イモ
イッ
ド〔

俺

も
行
く
ぞ〕 。

ドン
(a)
③に
続い
て
逆
接
条
件
句
を
作
る 。
例 、
ア
メジ
ャ
ッ
トン

イ
タッ
クッ
デ
〔
雨だ
け
れ
ど
行っ
て
来るか
ら〕 。
(b)
今一
つ
の
ドン

は 、
前
出の
デン
に
似る
が 、
デン
が
例
示
的な
の
に
対し
て
トン

は
腕
曲

的で
あ
る 。
例 、
チャ
ドン
イル
カ
イ
〔
茶で
も
入
れ
よ
うか〕。

トン
カ
ラ・
ドン
カラ
ン
接
続
助
詞と
し
て
の
ドン
と
同
様に
は
た
ら

ノ\ 。

鹿児島市方言の文法

ナ
文
末に
用い
ら
れ
る 。
(a)
禁
止
を
あ
ら
わ
す 。
例 、
ヮ
レ
コ
ツ

ス
ッ
ナ
〔
悪
事
を
するな〕。
(b)
詠
嘆を
ゐ
ら
わ
す 。
後
出の
ネの
敬
体。

例 、
オモ
シ
テ
ナ
〔
面
白い
で
すね〕 O
(C)
問い
掛け
の
気
持を
あ
ら
わ

す 。
前
出の
カ
の
敬
体。
例 、
ォ7
ン
サ
ア
モ
イッ
キャッ
ナ
〔
貴
方
も

い
らっ
し
ゃ
い
ま
すか] 。

ナ
ラ
(a)
共
通
語の
「な
ら」
に
相
当
す
る 。
例 、
クッ
ナラ

〔
来るな
ら
来い〕 。
(b)
文
末に
付い
て
ボァ
ボッ
イタッ
コ
ン
ナラ

〔ぽ
つ
ぽ
つ
行っ
て
来な
い
と〕
の
よ
うに
用い
ら
れ
る 。

ナン
ド

例
示
する 。
例 、
7
ン
ガ
ナ/
ト
ヨ
ン
ナ
〔
漫
画
など
読
む

な」。ネ
詠
嘆を
あ
ら
わ
す 。
例 、
オモ
シ
テ
ヰ
〔
面
白い
ね〕 。

パ
③に
続い
て
共
通
語
の
「ば」
と
同
様に
は
た
ら
く 。
例 、
ア
メ
ガ

フ
レバ
イ
カン
〔
雨が
降れ
ば
行か
な
い〕 。

パ
ッ
カ
イ
共
、通
話の
「ばか
り」
と
同
様に
は
た
ら
く 。
例 、
ペ
ン
キ

ヨ
パ
ッ
カ
イ
シ
チヨ
ン

〔
勉
強ばか
り
し
てい
るμ 。

モ
共
通
語の
「
も」
に
同
じ 。
例 、
ナ
イモ
ナ
カ
〔
何
も
無い〕 。

モ
ン
ナ・
モ
ン
カ
文
末で
反
語
的な
気
持を
あ
ら
わ
す 。
例 、
ア
ク
イ

カ
ワ
レ
コ
ツ
スッ
モ
ン
ナ
〔
私が
忍
事を
する
もの
で
すか〕 。
モ
ン

ナ
は
敬
体。
モ
ン
カ
は
常
体。

ヤ・
ヤラ
列
挙
する 。
例 、
リン
ゴ
ャ
、ミ
カン
ヤ
コ
ッ
キタ
〔
林

檎
や
蜜
柑
や
貿っ
て
来た〕。

ヨ
文
末に
軽
く
言い
添
え
る 。
例 、
ソ
ヤ
ナ
イヨ
〔
そ
れ
は
何〕。

ヨッ
カ・
ヨッ
カン
比
較を
示
す 。
例 、
コ
イヨッ
カ
ソ
イ
ガ
ヨ

カ
?」
れ
よ
り
そ
れ
が
良い〕。

ヨ
ッ

ゼ
共通
語の
「
癖に」
に
相
当
する 。
③に
続
く 。
例 、
ワ
ガモ

ワ
レ
コ
ツ
シ
チョ
ッ
ヨ
ッ
ゼ
〔
自
分
も
悪
事をし
てい
る
癖に
〕 。

共
通
語の
「
は」
に
同じ 。
例 、
フ、不ワ
ナ
カ
〔
船
は
無い〕 。

連
休
修
飾
語
を
導
く 。
例 、
ハ
ナン
サY
キ
〔花の
咲
く
木U 。

ワン

ケ

お

り
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以
上 、
青
少
年
層
を
中
心と
し
た
鹿
児
島
市
方
言
文
法の
粗
拾
をし
た 。し

か
しな
が
ら 、
青
少
年
層の
言
葉づ
か
い
と
老
壮
年
層の
そ
れ
と
の
間に
は

か
な
りな
差
異が
あ
る
もの
と
思わ
れ
る 。
お
わ
りに
勝
目
清
氏(六
四
男)

に
よ
る
東
条
先
生
文
例の
方
言
訳
その
他
を
参
考と
し
て
その
差
異の
い
く

らか
を
摘
記
し
て
み
よ
う 。

O
老
壮
年
層に
お
け
るb
型
動
詞の
活
用は
次の
通
りで
あ
る 。
参
考
ま
で

に
青
少
年
層の
そ
れ
も
併
記
す
る 。

一
例畳間一
年
齢
層一
①一
②一
③一
④一
⑤一
⑤一
⑦一
③一

口
斗
剖

引
E
U

E

斗
け

寸
寸
可
刑
判

一』
!一

青
少
年
階一トベ一ト
ボ一トン一
トン一トン一
トン一ト

ニト
バ一

O
青
少
年
府で
は
古
典語の
上二
段に
対
応
す
る
語
群
をr
型
活
用
さ
せ

る 。
し
か
し
老
壮
年
層で
は 、
た
と
え
ば
東
条
先
生
文
例
「
旅
行は
延び
る

か
延びな
い
か
ま
だ
分か
り
ま
せ
ん」
「
あい
つ
は
仕
事に
飽
きる
と
す
ぐ

遊びに
出
る」
は
そ
れ
ぞ
れ
タピ
ャ
ノッ
カ
ノパ
ン
カ
マ
ダ
ワ
カ

ハ
ン、
ア
ヤ
シゴ
チ
アッ
ト
イッ
キ
ア
ソ
ピ
デッ
の
如
く 、「
延

び
る」
「
飽
きる」
をr
裂に
は
活
用
さ
せな
い 。

O
共
通
語の
サ
行五
段に
対
応
す
る
語
群の
活
用は 、
老
壮
年
層で
は
し

ば
し
ば
次の
如
くで
あ
る 。
例
語
「
殺
す」
①コ
ロ
セ 、
②コ
ロ
ソ 、
③コ

ロ
ス 、
⑤コ
ロ
シ 、
⑥コ
ロ
シ 、
⑦コ
ロ
サ、
③コ
ロ
セ 。
すな
わ
ち
甲
類

活
用で
あ
る
が 、
青
少
年
層で
は
こ
の
よ
うな
活
用は
ほ
と
ん
ど
示
さな
い

(
①コ
ロ
セ 、
②コ
ロ
ス 、
③コ
ロ
スァ 、
④コ
ロ
セッ 、
⑤コ
ロ
セ 、
⑥

コ
ロ
セ 、
⑦コ
ロ
セ 、
③コ
ロ
ス
レ) 。
た
だ
し 、
青
少
年
層で
も
①が
伎
役

-
受
身の
助
動
詞に
続く
時に
はつ
ねにコ
ロ
サス
ッ・
コ
ロ
サル
ッ
の
よ

うに
言う 。
こ
の
点か
らこ
の
訴は
青
少
年
層で
も
乙
類e
型に
な
り
きっ

て
は
い
な
い
こ
と
が
うか
が
わ
れ
る 。

O
老
壮
年
層で
は
過
去
推
量
を
あ
ら
わ
すの
に
ツロ
を
用い
る 。
例 、
東
条

先
生
文
例
「
あな
た
も
奥
さ
んに
永く
寝
ら
れて
さ
ぞお
困
りな
すっ
た
で

しょ
うな」
オ7
ン
サア
モ
オ
ク
サ
ンニ
ナゴ
ネラレγ
オコ
7

イ
ヤ
シ
ツロ
ナ 。

今
後は
あ
わ
せ
て
老
壮
年
層の
言
語の
実
態
調
査
も
行な
い
たい
と
考え

て
い
る 。
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(
註1)
動
詞の
②は 、
か
つ
て
は
続
出
用
法
も
兼ね
備
え
て
い
た
の
で
は

な
い
か
と田山
わ
れ
る
節
が
あ
る 。
そ
れ
は 、
次の
如
き 、
か
な
り
の
歴
史

を
持つ
と
考
え
ら
れ
る
曝
詞の
存
在に
依
る 。

ナコ
カ
イ
ト

ポ
カ
イ
ナコ
ヨ
ッ
カ
ヒ
ッ
トベ

こ
れ
は
「
泣こ
うか
跳
ぼ
うか
(
先
先に
なっ
て)
泣
く
で
あ
ろ
う
よ

り
(
今)
ぐ
ん
と
跳べ」
と
解
し
得
る
と
同
時に 、
時
間
的
な
も
の
を
取

り
去っ
て 、「
l

泣
く
よ
り
も
i」

の
姉
曲
表
現
と
も
解
し
得る
と
思
うか

ら
で
あ
る 。
日
常
会
話で
は 、
しか
し 、
そ
う
し
た
②の
用
法
は
見
出
す

こ
と
が
出
来
な
か
っ
た 。

(
註2)
しか
し
中に
は
両
類
の
聞に
優
劣の
見
ら
れ
る
語
も
あ
る 。
例 、

「
小
さ
い」

l|』チ
ン
カ
カ
(
乙
類)
よ
り
チ
ン
ケ
(
甲
類)
が
優
勢。

「
無
い・
良
い」

l||ネ・
エ
(
甲
類)
よ
り
ナ
カ・
ヨ
カ
(
乙
類)
が

優
勢 。な

お 、
上
出の、不・
ナ
カ
〔
無
い〕
は 、
迎
用
修
飾
す
る
時 、
つ
ね
に

③か
ら
ゴ
γ
(ゴ
チ
ャ
ッ
の
④)
に
続
い
て 、
ネ
ゴ
ッ・

ナ
カ
ゴ
y

の
形

を
と
る 。
例 、
ネゴ
ッ

ナツ
〔
無
い
よ
う
に
な
る〕 、
ナ
カゴ
ッ
ミユ



ッ
〔
無
い
よ
う
に
見
え
る〕 。

な
お
ま
た 、
ョ
カ
〔
良
い〕
の
④
の
う
ち 、
連
用
修
飾
形
は
ュ 。
ョ
と

は
な
ら
な
い 。
例 、
ュ

ナ
ッ
タ〔
良
く
な
っ
た〕
(
こ
の
時
の
ア
ク
セ
ン

ト
は
ユ

ナ
ッ
夕 、
「
治
癒
し
た」
と
い
う
意
味
の
時
の
ア
ク
セ
ン
ト
は
ユ

ナ
ッ
タ) 。

(
註
3)

鹿
児
島
市
方
言
形
容
動
詞
の
中 、
③
の
ナ
語
尾 、
④
の
デ
語
尾 、

イ
語
尾
の
語
形
を
除
く
す
べ
て
の
活
用
形
は 、
ア
ク
セ
ン
ト

の
荷
で
は
二

つ
の
単
位 、
す
な
わ
ち 、
た
と
え
ば
シ
ズ
カ
ジ
ャ
・
シ
ズ
カ
ヤ〔
静
か
だ〕

で
は
シ
ズ
カ
と
ジ
ャ
ま
た
は
ャ 、
ゲ
ン
キ
ジ
ャ
・

ゲ
ン
キ
ヤ
〔
元
気
だ〕

で
は
ゲ
ン
キ
と
ジ
ャ
ま
た
は
ヤ
(
ジ
ャ
・

ヤ
は
B
型
ア
ク
セ
ン
ト) 、
シ
ズ

カ
ゴ
ワ
ス
・

ゲ
ン
キ
ゴ
ワ
ス
〔
静
か
で
す・
元
気
で
す〕
で
は
シ
ズ
カ
・

ゲ
ン
キ
と
ゴ
ワ
ス
(
ゴ
ワ
ス
は
B
型
ア
ク
セ
ン
ト)

に
分
れ
る 。
例 、
シ

ズ
カ
ジ
ャ
ロ〔
静
か
だ
ろ
う〕 、

引Jペ
キ
ヤ
レ
ペ
〔
元
気
で
あ
れ
ば
可

什汁

キ
ゴ
ワ
ン
セ
パ
〔
元
気
で
し
た
ら〕 、
シ
ズ
州
ゴ
ワ
シ
州〔
静
か
で
し
た
ー

と
の
こ
と
は
或
い
は
鹿
児
島
市
方雪一日
に
お
げ
る
形
容
動
詞
認
知
の
可
否
に

も
関
係
し
て
来
る
か
も
知
れ
な
い 。

(
註
4)

動
詞
は 、
助
動
詞
ヤ
ッ

に
続
〈
時 、
接
頭
語
オ
を
伴
う
と
と
が
あ

る 。
例 、
オ
モ
ロ
ヤ
ッ

〔
お
貰
い
に
な
る〕 、
ォ
ノ
ン
ミ
+
ツ

〔
お
飲
み
に

な
る〕 。

(
註
5)

助
動
詞
の
ド
と
助
詞
の
ド
は
ア
ク
セ
ン
ト

で
区
別
さ
れ
る 。
例 、

ワ
ル
ド・
ナ
ル
ド

〔
笑
う
だ
ろ
う・
習
う
だ
ろ
う

l||
助
動
詞〕 、
引
ル
ド

鹿児島市方言の文法

-
ナ
ル
ド

〔
笑
う
ぞ・
習
う
ぞ

||
助
詞〕 。

(
註
6)

事
物
の
指
示
代
名
詞
が
「
l

を-
t

に
・
!

の-
i
は」
の
文
節

を
作
る
時
は
次
の
よ
う
な
形
を
と
る 。

ー
を

i
k

l
の

i
は

コ
イ

コ
ユ

コ
イ

コ
イ
ノ

コ
ヤ

ソ
イ

ソ
ユ

ソ
イ

ソ
イ
ノ

ソ
ヤ

ア
イ

ア
ユ

ア
イ

ア
イ
ノ

ア
ヤ

ド
イ

ド
ユ

ド
イ

ド
イ
ノ

ド
ヤ

(
註
7)

イ
ま
た
は
促
音
で
終
わ
る
人
称
代
名
詞
が
「
i
を-
i
に
・
1

の

・
1
は」
の
文
節
を
作
る
時
は
次
の
よ
う
な
形
を
と
る 。
オ
イ
と
ア
タ
イ

タ
ッ

で
代
表
さ
せ
る
こ
と
に
し
よ
う 。

ー
を

i
に

オ
ユ

オ
イ

ア
タ
イ
タ
ツ

ア
タ
イ
タ
チ

ー
の

l
は

オ
イ
ノ

オ
ヤ

ア
タ
イ
タ

ア
タ
イ
タ

y
ノ

チ
ャ

な
お 、
少
年
層
で
は 、
自
称
i
不
定
称
の
代
名
詞
に
ゲ
エ
を
付
げ
て 、

た
と
え
ば
オ
イ
の
代
わ
り
に
オ
イ
ゲ
エ
を 、
ア
ノ
ッ

サ
ア
タ
y

の
代
わ
り

に
ア
ノ
ッ

サ
ア
タ
y

ゲ
エ
を
用
い
る
と
と
が
緩
ん
に
な
っ
て
来
た 。
こ
の

傾
向
は
同一
家
族
内
で
の
会
話
に
も
見
ら
れ
る 。
例 、
ワ
イ
ゲ
エ
ン

ホ

ン
ヌ

ミ
セ
ァ
メ

〔
お
前
の
本
を
見
せ
て
み
ろ〕 。

オ
イ

ア
タ
イ
タ
γ

11
東
京
都
立
大
学
大
学
院
学
生
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